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＜連絡事項＞
・13：00より、夜間想定の避難訓練を実施。

＜入室状況＞
【入院】
・小山　優様～東B2

【転入】
・風張　久美子様～西B22　→　東D18

＜患者様連絡事項＞
・磯嶋　茜様～右耳の処置は2/18で終了となっている。
右耳の最終処置は2/18であり、準夜帯でコメガーゼ除去。19日は処置していない事から、ガーゼは入っていない事を報告。疼痛が続く際には、受診調整するよう、指示を受ける。

・大平　香奈様～澤里さんより連絡あり。主治医より、退院許可となっており、退院調整中との事。
おおぞらクリニックへの初外来日：3/26で調整。母様の受け入れ可能日を確認中。
・若菜　登様～2/26（木）13：00～16：00まで、現金引き落としの為の外出（PSW西舘さんからの
依頼）外出申請中。持参の点眼薬は使用許可となっている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察時に他室侵入を繰り返し迷惑行為あり。早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室内で妄想様言動・易怒性なく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。断続的に奇声・壁叩きあるも不穏さなく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。拒食・拒薬なし。自室で臥床して過ごされ、希死念慮なく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。感情失禁、不穏・興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解
除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察情報＞
・工藤　重孝様～考えがまとまらない様子や焦燥感を訴えている。今後は心理検査をしていくとの
事。睡眠不良あり。2/20（金）～オランザピンOD（2.5）1T・フルニトラゼパム
（1）1T処方。
確定申告はスタッフに介入して貰わらず、必要書類は一人で記載するように主
治医より指示ある。

・長根　瞳様～対面時は穏やか。昨日、「叫んでしまった。」と話している。
排尿時痛あり、水分多めに摂るように・入浴時陰部の保清が出来ているか確認し指
導するように指示有り。
・2/25　フルデカシン筋注
・2/25～バルプロ酸Na除法剤　追加。ヒルナミン・アタラックスは止め。
精神面が安定していれば、2/23（月）右手拘束解除を検討する。

・中川　秀雄様～時に粗暴行為に及んだり物盗られ妄想が見られたりするが、診察では落ち着いて
話しており環境への適応も進んでいる印象。帰宅要求もなし。引き続き現状の内服薬で経過を見ていく。


[bookmark: _GoBack]＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和8年2月19日　14:21
氏　　名：小山　優（こやま　まさる）様
生年月日：昭和47年6月9日(53）
病　　名：双極性感情障害、アルコール依存症
　合 併 症：アルコール性肝障害
性　　別：男性
主 治 医：田名部Dr.
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Bユニット

八戸市の出身で、3人同胞の第1子長男として生育。小学校の時に自衛官の父親の転勤にともなって宮城県に転居して、東北学院榴ヶ丘高校に入学後うつ状態により国立仙台病院精神科を3か月ほど受診歴あり。卒業後は家で引きこもった生活となり、20歳時にアルコール初飲以後習慣化。
　20歳時理学療法士の専門学校に入学。卒業後は千葉県の亀田総合病院で勤務⇒33歳時には仙台市内の学校で教員もしていた37歳時に国立仙台医療センターで理学療法士として勤務して、46歳時（2019年）から西多賀病院で勤務。しかし、同年7月から意欲が低下して休職して同年2月に不眠や不安症状にて宮城クリニックで治療歴があり、その後は同年7月22日に東北会病院にて治療を行っている。以後、同年7月22日～10月21日、同年12月23日～2020年11月23日、2021年3月8日～4月26日、の計3回入院歴が同院であり。飲酒運転をして2回逮捕歴があるなど、アルコール関連での入院が多い。3回目の入院の際に、多弁多動、高揚感、感情抑制困難が明らかに
　みとめられて躁うつ病の診断あり。2022年、妻と離婚の話の際に酩酊した状態で妻を殴打して、警察が介入受ける。以後は離婚が決まって、同年4月に八戸に帰郷し4月21日に当院を紹介受診。デイケアを導入し受診態度もよく、アルコール指導を継続していた。一方で血液検査上は肝機能データが不良であることもしばしばあり。2014年からは知人がやっているという農業の手伝いで仕事をするようになる。同年11月26日に母親への粗暴行為あり、湊病院へ措置入院となっている。その後翌年１月２３日に措置解除となり、現在の入院形態は任意入院。キーパーソンである母様は本人と話す事、会う事に恐怖があり、本人の自宅退院を拒否。環境調整目的で当院へ転入院依頼あり。令和8年2月19日 東病棟Bユニットへ任意入院となる。
